
くまもとの農業

② 高生産性複合経営を支える排水対策

本県の広大な干拓地は、標高が低く排水不良地帯であるため、稲作中心の営農が行われてきま

した。また、地域全体が度重なる浸水被害等に悩まされるなど、稼げる農業の実現に向け多くの

課題がありました。このことから、排水対策として排水機場等を積極的に整備したことで、地域

の無湛水化、地下水位の低下による農地の汎用化が可能となり、施設園芸等の高生産性農業の発

展を加速化させました。また、これらの施設は地域の安全安心にも大きな役割を担っています。

③ 農村地域における水土里ネットの地域貢献

億円

海 里 森

本県農業産出額（

堤防内の雨水が海などへ排水できないため、農地が湛水します。

農作物の被害防止だけでなく、農村地域の災害防止にも役立っています。

排水機場の効果排水機場受益区域図

【本県の野菜出荷量全国順位】

１位：トマト・すいか ２位：なす・メロン ４位：いちご

⇒本県は冬春野菜の一大産地

ブランド化されたトマト

水土里ネットは排水機場をはじめとした土地改良施設の維持管

理を主な業務としていますが、その他にも農地・水の保全活動によ

る地域の活性化にも大いに貢献しています。

主な活動として、子ども達や都市住民を対象とした「田んぼの学

校」や「土地改良施設の見学ツアー」を開催するなど、多面的機能

の啓発及び保全活動を実施しています。

○広域連携（森・里・海）による地域資源の活用

平成１５年から全国に先駆けて、環境支払いの取組を実施し、地

産地消による地域経済へ貢献するとともに、地下水資源のかん養に

貢献しています。

２－６ くまもと農業を下支えする基盤の整備と

多面的機能を生かした中山間地域等の振興

くまもとの農業

農業農村整備の展開方向

くまもとの『宝』である農業・農村を守り育てていくため、農地

や農業用水などの生産基盤をしっかり見つめ、これを支える担い手

を見守るとともに、農地集積や６次産業化など稼げる農業を目指す

地域づくりを支援していきます。これにより、「農業の持続的な発

展」、「農村地域の維持・再生」を図っていきます。

農業農村整備の展開方向にあっては、農村の基礎を支える重要な

農業資源である「水」と「土」を守る産業政策と、大切な農業資源

を守り豊かな農村を育む地域資源の「人」と「里」を磨き上げる地

域政策を車の両輪とした農業農村整備を推進していきます。

さらには、美しい農村景観や豊かな地下水などの地域資源を次世

代へ継承していきます。

① 農業生産構造の変革と効率化・加速化

ほ場整備事業は、農地の大区画化、農業水利施設等の整備を総合的に実施することで機械作

業や水管理等を容易にし、労働生産性が飛躍的に向上します。また、農地の汎用化を図り、さ

らに担い手へ農地を集積することで、効率的かつ、多彩で高品質な農産物の生産を可能にする

とともに、こうした生産条件が整った地域を中心にメガ法人が設立されるなど、くまもとの農

業の「生産構造の変革と効率化」を下支えしています。

※農業競争力強化基盤整備事業

大区画化・汎用化等の農地整備について、農地中間管理機構と連携し推進します。

※農地耕作条件改善事業

農地中間管理機構とも連携しつつ、きめ細かな農地・農業水利施設の整備を推進します。

◯基盤整備事業や農村集落の協同活動への支援などを通じて、「水」と「土」を育み、「人」

と「里」を磨き上げ、稼げる農業、持続可能な農村を実現するための施策を展開しています。

◯そして、豊かな農業農村を次世代へ継承していきます。

（１）くまもと農業を下支えする基盤の整備

活

用

事

業

農地の大区画化による大型機械の導入状況
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くまもとの農業

④ 「くまもと農地ＧＩＳ」を活用した

多面的機能支払への取組支援

熊本県では、全国に先駆けて県下全域の

農地情報を利活用できる「くまもと農地Ｇ

ＩＳ」を構築し、運用しています。その中

で、多面的機能支払推進協議会と連携し「く

まもと農地ＧＩＳ」内に多面的機能支払事

業支援ツールを開発しました。

本ツールでは、活動計画図作成、現地確

認、施工実績入力等の作業が可能となり、

事務作業の効率化を実現しています。

今後も、利用者のニーズに応じたツール

の開発・機能の充実を図ります。

・中山間地域等直接支払

中山間地域等の条件不利地域（傾斜地等）と平地

とのコスト差（生産費）を支援するとともに、都市

との交流、 次産業化などを進めます。

・くまもと里モンプロジェクト

農林水産業や農山漁村の多面性をさらに発

揮させるため、３つのテーマに沿った住民主体

の幅広い取組を支援しており、平成 年度か

らの３年間において、 件が

県内各地で展開されました。

引き続き、こうした各地域での

地域活性化に向けた取組の流れ

を止めないよう支援します。

・多面的機能支払

農村地域の高齢化、人口減少等により、地域ぐる

みで行う水路、農道等の地域資源の保全管理が困難

となってきています。このため、農業・農村の有す

る多面的機能が適切に発揮されるよう、営農の継続

を支える地域活動に対して支援を行います。

○農業・農村は、食糧供給のみならず、「国土の保全、水源の涵養（かんよう）、自然環境

の保全、良好な景観の形成、文化の伝承」等の多面的機能を有しています。

〇中山間地域におけるこれら多面的機能の良好な発揮と、これらを活かした更なる振興に向

けた取組を支援し、「持続可能で元気な農山漁村づくり」を目指します。

（２）多面的機能を生かした中山間地域等の振興

中山間地域等直接支払事業

を活用した取組状況 排水路の泥上げ作業 体験活動 そば打ち

例 システムを活用して「多面的機能支払」の取組を支援しています

多面的機能支払事業を活用した取組状況

法面の管理 農道舗装自主施工

２－７ 地産地消の推進・食文化の継承に関する主な取組

くまもとの農業

まずは身近なところから、地産地消に取り組みましょう！

例えば・・・

 食材を買うときは出来るだけ「地元産」や「熊本県産」を選びましょう。

 外食の際は、「地元産」や「熊本県産」の食材を使用しているお店やメニューを選びまし

ょう。（県地産地消サイトでは地産地消協力店を御案内しています）

 農業体験や漁業体験などの地域イベントに参加してみましょう。

 農林水産業に関する地域の伝統行事やお祭りに参加してみましょう。

○熊本県地産地消サイト

○平成 年 月に「くまもと地産地消推進県民条例」が制定されました。地産地消とは、県内で

生産された農林水産物などを、より身近な地域で優先して消費することをいいます。

○ 「くまもと地産地消」では、県内農林水産物への理解を深め、地域活性化を促進し、県民の皆様

の郷土愛をはぐくむ取組みを進めています。

○ さらに、県民一人一人が、生産者の取組を尊重しながら、学校や職場、家庭の中で日常的に地産

地消を意識し、実際の消費行動に移してもらえるよう、さらなる普及、浸透を図ります。

○また、条例では、行政（県、市町村）、生産者、事業者、そして県民の皆さんがお互いに連携・協

力することで、地産地消を進めることを目指しています。

（１）地産地消

「地産地消」を促進し、消費者と生産者の共生関係づくりを図るため、熊本県の多彩な農林水

産物やそれを使った料理、食や農に関するイベント、リレーコラムなどの情報を提供しています。

＜ホームページアドレス＞

「地産地消サイト」トップ画面 地産地消協力店ページと目印の旗

※「地産地消協力店」とは、県民の皆さんに県産品の旬やその食べ方などを分かりや

すくＰＲするなど、県産品の購入・利用促進に協力していただく店舗です。

くまもとの農業
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・中山間地域等直接支払

中山間地域等の条件不利地域（傾斜地等）と平地

とのコスト差（生産費）を支援するとともに、都市

との交流、 次産業化などを進めます。

・くまもと里モンプロジェクト

農林水産業や農山漁村の多面性をさらに発

揮させるため、３つのテーマに沿った住民主体

の幅広い取組を支援しており、平成 年度か

らの３年間において、 件が

県内各地で展開されました。

引き続き、こうした各地域での

地域活性化に向けた取組の流れ

を止めないよう支援します。

・多面的機能支払

農村地域の高齢化、人口減少等により、地域ぐる

みで行う水路、農道等の地域資源の保全管理が困難

となってきています。このため、農業・農村の有す

る多面的機能が適切に発揮されるよう、営農の継続

を支える地域活動に対して支援を行います。

○農業・農村は、食糧供給のみならず、「国土の保全、水源の涵養（かんよう）、自然環境

の保全、良好な景観の形成、文化の伝承」等の多面的機能を有しています。

〇中山間地域におけるこれら多面的機能の良好な発揮と、これらを活かした更なる振興に向

けた取組を支援し、「持続可能で元気な農山漁村づくり」を目指します。

（２）多面的機能を生かした中山間地域等の振興

中山間地域等直接支払事業

を活用した取組状況 排水路の泥上げ作業 体験活動 そば打ち

例 システムを活用して「多面的機能支払」の取組を支援しています

多面的機能支払事業を活用した取組状況

法面の管理 農道舗装自主施工



２－７ 地産地消の推進・食文化の継承に関する主な取組

くまもとの農業

まずは身近なところから、地産地消に取り組みましょう！

例えば・・・

 食材を買うときは出来るだけ「地元産」や「熊本県産」を選びましょう。

 外食の際は、「地元産」や「熊本県産」の食材を使用しているお店やメニューを選びまし

ょう。（県地産地消サイトでは地産地消協力店を御案内しています）

 農業体験や漁業体験などの地域イベントに参加してみましょう。

 農林水産業に関する地域の伝統行事やお祭りに参加してみましょう。

○熊本県地産地消サイト

○平成 年 月に「くまもと地産地消推進県民条例」が制定されました。地産地消とは、県内で

生産された農林水産物などを、より身近な地域で優先して消費することをいいます。

○ 「くまもと地産地消」では、県内農林水産物への理解を深め、地域活性化を促進し、県民の皆様

の郷土愛をはぐくむ取組みを進めています。

○ さらに、県民一人一人が、生産者の取組を尊重しながら、学校や職場、家庭の中で日常的に地産

地消を意識し、実際の消費行動に移してもらえるよう、さらなる普及、浸透を図ります。

○また、条例では、行政（県、市町村）、生産者、事業者、そして県民の皆さんがお互いに連携・協

力することで、地産地消を進めることを目指しています。

（１）地産地消

「地産地消」を促進し、消費者と生産者の共生関係づくりを図るため、熊本県の多彩な農林水

産物やそれを使った料理、食や農に関するイベント、リレーコラムなどの情報を提供しています。

＜ホームページアドレス＞

「地産地消サイト」トップ画面 地産地消協力店ページと目印の旗

※「地産地消協力店」とは、県民の皆さんに県産品の旬やその食べ方などを分かりや

すくＰＲするなど、県産品の購入・利用促進に協力していただく店舗です。

くまもとの農業

④ 「くまもと農地ＧＩＳ」を活用した

多面的機能支払への取組支援

熊本県では、全国に先駆けて県下全域の

農地情報を利活用できる「くまもと農地Ｇ

ＩＳ」を構築し、運用しています。その中

で、多面的機能支払推進協議会と連携し「く

まもと農地ＧＩＳ」内に多面的機能支払事

業支援ツールを開発しました。

本ツールでは、活動計画図作成、現地確

認、施工実績入力等の作業が可能となり、

事務作業の効率化を実現しています。

今後も、利用者のニーズに応じたツール

の開発・機能の充実を図ります。

・中山間地域等直接支払

中山間地域等の条件不利地域（傾斜地等）と平地

とのコスト差（生産費）を支援するとともに、都市

との交流、 次産業化などを進めます。

・くまもと里モンプロジェクト

農林水産業や農山漁村の多面性をさらに発

揮させるため、３つのテーマに沿った住民主体

の幅広い取組を支援しており、平成 年度か

らの３年間において、 件が

県内各地で展開されました。

引き続き、こうした各地域での

地域活性化に向けた取組の流れ

を止めないよう支援します。

・多面的機能支払

農村地域の高齢化、人口減少等により、地域ぐる

みで行う水路、農道等の地域資源の保全管理が困難

となってきています。このため、農業・農村の有す

る多面的機能が適切に発揮されるよう、営農の継続

を支える地域活動に対して支援を行います。

○農業・農村は、食糧供給のみならず、「国土の保全、水源の涵養（かんよう）、自然環境

の保全、良好な景観の形成、文化の伝承」等の多面的機能を有しています。

〇中山間地域におけるこれら多面的機能の良好な発揮と、これらを活かした更なる振興に向

けた取組を支援し、「持続可能で元気な農山漁村づくり」を目指します。

（２）多面的機能を生かした中山間地域等の振興

中山間地域等直接支払事業

を活用した取組状況 排水路の泥上げ作業 体験活動 そば打ち

例 システムを活用して「多面的機能支払」の取組を支援しています

多面的機能支払事業を活用した取組状況

法面の管理 農道舗装自主施工



３－１ 本 県 の 概 要 ・ 農 業 の 概 要

くまもとの農業

第３章 本県農業の姿 ～各種統計データから～

気温 9.9℃
日照時間 1,550.9時間
降水量

阿蘇山

気温 ℃
日照時間 時間
降水量

人　吉

気温 ℃
日照時間 時間
降水量

牛　深

気温 ℃
日照時間 時間
降水量

熊　本

●

●

●

●

１ 熊本県の概要 ２ 熊本の気象

３ 農業の概要

熊本県及び国の各種指標に占める農業の割合

○ 熊本県は、世界最大級のカルデラを有する阿蘇や、美しい島々からなる天草に代表される素晴

らしい自然にあふれています。また、阿蘇山、九州山地に源を発する菊池川、球磨川などの一

級河川や豊富な地下水など、水資源にも恵まれています。

○ 三方を山に囲まれているため、天草地方を除いて、全体的に内陸性気候であり、年平均気温は

熊本市で ℃前後、阿蘇地方で ℃前後となっています。また、年間降水量は平地で約

、山地で約 となっています。

○ このような豊かな自然の恵みを背景に、米、野菜、果樹、畜産をはじめ、多彩な農産物が栽培

されています。これらの安全安心な熊本の農産物は、世界に誇れる私たちの大切な「宝」です。

○ 農業生産の主要な担い手で

ある認定農業者数は全国第

位、基幹的農業従事者数は

全国第 位です。

○ 平成 年の農業産出額は

全国第 位、生産農業所得

は全国第 位です。

○ 全国第１位が７品目 いぐ

さ、宿根カスミソウ、すいか、

トマト、不知火類 デコポ

ン 、なつみかん、葉たばこ

があり、その他にも、くり、

トルコギキョウ、なす、しょ

うがなど、全国的にも上位を

占める品目が数多くありま

す。

（出典）

農林水産省「 年農林業センサス」、「作物

統計」、「生産農業所得統計」、総務省「国勢調

査」、「労働調査」、内閣府「国民経済計算」、熊

本県統計調査課「県民経済計算報告書」 他

全国に占める熊本農業の地位

千人

うち男 千人

うち女 千人

千世帯

5兆5,664 億円

うち農業 億円

面積（H26)

人口（H27）

世帯数（H27)

県内総生産（H25)

総生産に占める
農業の割合（H25）

世帯数に占める
農家の割合（H27)

県内就業者に占める
農業従事者の割合（H25)

面積に占める
耕地の割合(H26)

熊本県

全国

順 位 割合（％）

(27年) 千戸

(27.3月末） 千人

(27年) 千人

(27年) 千ha

田 面 積 (27年) 千ha

畑 面 積 (27年) 千ha

樹 園 地 (27年) 千ha

牧 草 地 (27年) 千ha

(26年) 億円

(26年) 億円

対主産県比

千本 ･･･

千ｔ ･･･

千ｔ

千ｔ ･･･

千ｔ ･･･

千ｔ

千ｔ

千本 ･･･

千ｔ

千ｔ ･･･

千ｔ ･･･

千ｔ

千ｔ ･･･

千頭

千ｔ

千頭

千頭 ･･･

千ｔ ･･･

千ｔ ･･･

千ｔ

千ｔ

な す

基 幹 的 農 業 従 事 者 数

生 産 農 業 所 得

乳 用 牛 （ 年 ）

水 稲 （ 年 ）

熊 本 県
熊本県の全国に占める

農 家 戸 数

か ん し ょ

九 州

※

く り

千ｔい ぐ さ

不 知 火 類 デ コ ポ ン 年

葉 た ば こ （ 販 売 量 ）

す い か

全 国

農 業 産 出 額

主

要

農

畜

産

物

の

収

穫

量

（

年

）

さ や え ん ど う

う ん し ゅ う み か ん

メ ロ ン

カ リ フ ラ ワ ー

ト ル コ ギ キ ョ ウ

耕 地 面 積

し ょ う が

肉 用 牛 （ 年 ）

ア ス パ ラ ガ ス

ト マ ト

認 定 農 業 者 数

区 分 単 位

うち褐毛和種（あか牛）

い ち ご

な つ み か ん 年

宿 根 カ ス ミ ソ ウ 年

２－７ 地産地消の推進・食文化の継承に関する主な取組

くまもとの農業

○くまもとふるさと食の名人の活動

熊本県の郷土料理について卓越した知識・技術・経験を有し、伝承活動等に取り組む方を「くまも

とふるさと食の名人」に認定。地域での食文化伝承活動や加工品開発等を支援しています。

くまもとふるさと食の名人の認定状況 人

新規認定数

活動者数

○「くまもとジビエ研究会」の活動

（２）食文化の継承

小学生への食育・伝承活動 地域の産物を使った加工品の販売・開発

「くまもとジビエ研究会」は平成２４年１１月

に設立されました。捕獲したシカ及びイノシシの

肉（「くまもとジビエ」）を地域資源として有効に

活用し消費の拡大を図ることで、地域の活性化に

資することを目的としています。

会員は処理施設関係者、飲食店業者、行政関係

者等で組織し、研修会、検討会、消費拡大のため

のジビエ料理フェア等を実施しています。

＜ホームページアドレス＞

研究会の研修風景

「くまもとジビエ

研究会」ロゴマーク




